
ふくい未来技術創造ネットワーク推進事業 

「可能性試験調査研究」 提案募集 

 

(財)若狭湾エネルギー研究センターおよび(公財)ふくい産業支援センターでは、他県に比べて優れている

技術等を基に、更なる技術開発を推進し最先端技術を創出することで、県内に新たな産業クラスターの形成

を目指す「ふくい未来技術創造ネットワーク推進事業」を行っております。本事業の一環として、市場拡大

が見込まれる分野における事業化、新商品開発等を促進するため、可能性試験調査研究への支援を実施しま

す。 

つきましては、次のとおり、平成２３年度に実施する研究調査テーマとそれを実施する産学官（産学また

は産官でも可）研究調査グループを募集します。 

 

１ 募集の対象となる研究調査分野 

  研究調査テーマ：次の４つの分野のいずれかに該当すること。 

① 分散型発電・携帯エネルギー 

② モバイル・ＩＴ機器 

③ 次世代自動車部品 

④ ニュー セーフティー プロダクツ（未来の安心・安全を創造する高品質社会関連製品） 

 

  活用する技術：次の５つの技術分野のいずれかに該当すること。 

   Ⅰ 先端マテリアル創製・加工技術 

Ⅱ チタン・マグネシウム加工技術 

Ⅲ レーザ高度利用技術  

Ⅳ バイオテクノロジー 

Ⅴ 原子力・エネルギー関連技術  

 

２ 研究調査グループの構成 

福井県内の産業界、公設試験研究機関および県内外の大学等から参加する研究者で構成されるグループ。 

（産学官、産学または産官） 

 

３ 研究調査の対象となる要件 

(１）研究調査内容について、基礎的研究成果が得られていること。（可能性試験の場合） 

(２）調査に関する経理その他の事務について適確な管理体制および処理能力を有すること。 

(３）研究調査成果の実用化、事業化を目指したビジネスプランを有していること。 

 

４ 研究調査の実施方法 

  産学官の研究者間で、研究調査グループを結成し、(財)若狭湾エネルギー研究センターまたは(公財)ふ

くい産業支援センターがそのグループに委託して研究調査を行うことになります。なお、研究調査の全部

または一部を第三者に再委託することはできません。 

 



 

５ 研究調査の実施期間 

研究実施期間は、原則として年度内（契約締結後［平成23年6月頃］から平成24年2月末）とします。 

ただし、特に必要と認められる場合（例：生物の育種等、年度内には何ら結果が得られない研究調査）

には、実施期間を延長できる場合があります。（事前にご相談ください。） 

 

６ 研究調査経費 

研究調査の経費は、１テーマにつき、２００万円を限度とします。 

対象経費は、研究調査に必要な①技術調査・市場調査費（謝金、旅費、事務庁費などに要する費用）、

②可能性試験費（消耗品などに要する経費）です。（技術調査・市場調査のみ、可能性試験のみでも可） 

なお、経費の管理や執行は、研究調査グループの代表者に行っていただきます。 

 

７ 採択テーマの決定 

提案されたテーマに関し、各研究調査グループのプレゼンテーションにより審査を行い、採択テーマ 

を決定します。決定時期は、６月中旬頃の予定です。 

 

８ 募集期間および応募方法 

平成２３年４月１１日（月）から平成２３年５月１３日（金）まで 

（必着のこと。期限以降は無効となります。） 

所定の提案書様式※（Ａ４サイズ）に必要事項を記入し、下記の募集窓口に提出してください。 

なお、応募に際しては、事前に「ふくい未来技術創造ネットワーク推進協議会」にご入会（入会費は無

料）いただく必要があります。（下記の募集窓口にお問い合わせください。） 

 

９ 募集窓口および問い合わせ先 

【財団法人若狭湾エネルギー研究センター】 

産業育成部（担当：中村、中尾） 

〒914－0192 敦賀市長谷６４－５２－１ 

ＴＥＬ：０７７０－２４－２３００  ＦＡＸ：０７７０－２４－２３０３  

http://www.werc.or.jp（※ 提案書様式は、このホームページから取得できます） 

 

【公益財団法人ふくい産業支援センター】 

技術開発部 （担当：岩佐、雲竜、小林） 

〒910－0102 福井市川合鷲塚町６１ 

ＴＥＬ：０７７６－５５－１５５５  ＦＡＸ：０７７６－５５－１５５４ 

http://www.fisc.jp/fstr/  （※ 提案書様式は、このホームページから取得できます） 

 


